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令和８年３月１８日 

江 戸 川 区 役 所 

災 害 対 策 本 部 室 

 

第１回 江戸川区消防団運営委員会 次第 

 

１ 開 会 

  

２ 委員長挨拶 

 

３ 委員の紹介               ・・・・資料１ 

 

４ 報   告 

前回の諮問に対する答申結果の概要説明  ・・・・資料２   

 

５ 議 事 

諮問について              ・・・・資料３、４ 

 

６ 審 議 予 定               ・・・・資料５ 

 

７ そ の 他 

 

⑴ 江戸川区内消防団の現況        ・・・・別添え１ 

⑵ 令和７年中の江戸川区内災害状況    ・・・・別添え２ 

⑶ 「新たな消防団点検」実施結果     ・・・・別添え３ 

 ⑷ 諮問事項に対するアンケート調査（案） ・・・・別添え４ 
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資料４  「特別区消防団運営委員会への諮問事項について」 

資料５  「江戸川区消防団運営委員会 審議予定」 
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別添え２ 「令和７年中の江戸川区内災害状況」 

別添え３ 「新たな消防団点検実施結果」 

別添え４ 「諮問事項に対するアンケート調査（案）」 



  資料 １

氏 名 資 格 委嘱年月日 備 考

1 委員長 斉藤   猛 江戸川区長

2 委 員 宇田川聡史 学識経験者
令和7年7月23日
令和9年7月22日

都議会議員

3 委 員 上田 令子 学識経験者
令和7年7月23日
令和9年7月22日

都議会議員

4 委 員 竹平 ちはる 学識経験者
令和7年7月23日
令和9年7月22日

都議会議員

5 委 員 関口 孟利 学識経験者
令和7年5月23日

在職任期中
江戸川
防火防災協会会長

6 委 員 千倉 嘉一 学識経験者
令和5年6月15日

在職期間中
葛西
防火防災協会会長

7 委 員 松下 幸博 学識経験者
平成30年5月20日

在職期間中
小岩
防火防災協会会長

8 委 員 太田 彩花 消防団運営委員
令和7年5月26日
令和9年5月25日

区議会議員

9 委 員 きもと 麻由 消防団運営委員
令和7年5月26日
令和9年5月25日

区議会議員

10 委 員 佐々木 勇一 消防団運営委員
令和7年5月26日
令和9年5月25日

区議会議員

11 委 員 田島 寛之 消防団運営委員
令和7年5月26日
令和9年5月25日

区議会議員

12 委 員 鹿倉 勇 消防団運営委員
令和7年5月26日
令和9年5月25日

区議会議員

13 委 員 間宮 由美 消防団運営委員
令和7年5月26日
令和9年5月25日

区議会議員

14 委 員 川部 浩史 江戸川消防署長
令和6年4月1日

在職期間中

15 委 員 髙橋 守忠 葛西消防署長
令和6年4月1日

在職期間中

16 委 員 熊井 規夫 小岩消防署長
令和7年4月1日

在職期間中

17 委 員 渡邊  登 江戸川消防団長
令和5年4月1日

在職期間中

18 委 員 関口 政男 葛西消防団長
令和4年4月1日

在職期間中

19 委 員 石井 紀明 小岩消防団長
令和7年4月1日

在職期間中

                      令和８年３月１８日現在
江戸川区消防団運営委員会 委員名簿
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特別区消防団運営委員会の答申を踏まえた対応方針について

１ 諮問事項等１ 諮問事項等

【審議期間】令和５年８月から令和７年３月まで（１年８か月）

変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の負託に応え続ける方策はいかにあるべきか

２ 諮問の趣旨２ 諮問の趣旨

特別区消防団は、地域になくてはならない代替性のない存在であり、これまでも地域防災力の中核として、住民の負託に応え
てきたところであり、今後も東京の安全安心を守っていくため、消防団が将来にわたって更に充実し、消防団としての役割を果
たしていく必要がある。

一方で、特別区においては、人口が２０３５年ごろに減少に転じ、２０５０年をピークに高齢化が進行すると予測されている
ほか、近年は、ＤⅩの進展による働き方の多様化や、単身世帯の増加による地域コミュニティの希薄化など、社会情勢は常に変
化している。

このことから、各消防団や各区の特性なども踏まえながら、変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ、住
民の負託に応え続ける方策について諮問がなされたものである。

３ 主な答申と対応方針３ 主な答申と対応方針

Ⅰ 活動を継続したいと思える組織の活性化方策関係

主な答申 対応方針

①
訓練や都民
指導の推進
と負担軽減

○可搬ポンプによる放水を伴う実戦的な訓練の推進
○地域特性に応じた訓練の推進
○火災以外の災害対応訓練の充実

□方面訓練場や署訓練施設の活用等、地域特性に応じた実戦的な訓練の推進
□工夫した訓練の取組紹介による時勢に応じた活動の推進

○防災や救急知識を活かした災害活動や訓練指導によ
る地域貢献

□火災出場時の確実な水利部署、積極的な消火活動の推進
■災害や火災予防等の防災知識の向上
（総合防災部と連携したアプリやマイタイムラインの普及等）

□防災訓練や総合防災教育における都民指導の推進

○消防団行事の内容見直しや効率的な訓練による負担
軽減

■新たな消防団点検の試行による団員一人ひとりの訓練機会の創出と負担軽減

②
講習や研修
の充実

○既存の研修・講習の拡充及び取得資格を活かし続け
る体制の確立

■機関員技術や各種資機材取扱い技術の新たな講習や研修の検討
■可搬ポンプ実技講習の実施による消火活動力の向上と拡大の検討

○協力事業所団員や特殊技能団員などのあらゆる分野
に長けた消防団員を講師とした知識技術の教養

□特殊技能団員や研修受講者による消防団内での教養の推進

③ 処遇の改善

○管轄外に転居や転勤をしても、継続して活動できる
体制の構築

■転居、転勤等により在団資格を失うこととなった場合においても継続して
活動できる体制整備

○団員報酬、費用弁償の増額 ■処遇改善のための費用弁償の増額

○大規模災害団員や機能別団員を活用した入団促進
及び退団抑制

□大規模災害団員の普及促進による入団促進・退団抑制

凡例 ■R7年度～ ■導入に向けた検討等 □継続して推進

資 料 ２
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順序入替

活動環境の充実・改善方策関係

主な答申 対応方針

①
ＤＸ化の推
進等

○タブレット端末を活用した消防団事務の効率化
■タブレット端末更新に合わせた音声マイニングツールや多言語ツール導入に
向けた検討による利便性の向上

○緊急情報伝達システムや電話に代わるアプリ等を活
用したスムーズな出場体制の確立

■出場指令や各種連絡事項を個人スマホで受信できる消防団専用アプリの市場
調査の実施による導入に向けた検討

○ＭＣＡ無線の代替機種の検討及び配置増強 ■ＭＣＡ無線機の更新機種及び各種無線機類の配置の最適化に向けた検討

②

より活動し
やすい資機
材への発展
的更新

○より安全性の高い防火服への改良
■ＩＳＯ規格に準拠した新型防火服導入による安全性・機動力の向上
■防火帽への階級標示シールによる消防署隊との連携強化の推進

○瓦礫上でも容易に搬送できる運搬車の整備や各種装
備資機材の軽量化・電動化

□既存資機材の更新に合わせた軽量化・電動化や耐久性の向上

○分団本部の仮眠室や女性更衣室等の整備促進 □女性団員が活動しやすい環境（施設・服制）の整備推進

Ⅲ 計画的な消防団員育成方策

主な答申 対応方針

①
教育訓練の
改善

○経験豊富でリーダーシップのある消防団員からの訓
練指導体制の確立

□指揮幹部課研修終了団員による各消防団における訓練内容や指導体制等の主
体的な検討促進

○技量や経験に応じた目標設定や経験が浅い消防団員
への教育体制の確立

■新入団員への東京消防団ｅ-ラーニングシステムよる基礎教育の充実（試行）
■消防救助機動部隊への視察研修の実施による意識醸成

○操法訓練と実動訓練の目安などの自主的な検討 □実戦的な訓練の継続した推進

○実戦的な訓練・東京都大会・全国大会の実施方法の
乖離による負担増に対する対応

□実戦的な訓練と操法訓練のバランスなど消防団による主体的検討
■新たな消防団点検の試行による検証

② 教材の充実

○東京消防団ｅ-ラーニングコンテンツの充実等ソフト
面の強化

■ＣＧ動画制作等による現場判断力や安全管理能力の向上
■東京消防団ｅ-ラーニングのコンテンツの更なる充実

○経験の浅い消防団員に向けた教育訓練資料の充実 ■災害現場で有圧水利等に部署する際の可搬ポンプ運用要領の整備

Ⅳ 消防団を地域住民により知ってもらう方策

主な答申 対応方針

①
地域や学校
教育への参
画

○区や町会主催の地域行事や防火防災訓練等による
認知度向上

□総合防災教育における消防団員講師による防災の普及啓発の推進
□学校ネットワーク等を活用した地域連携への参画

○消防少年団や総合防災教育における児童・生徒に
対する防災指導

□防火防災訓練や総合防災教育における防火防災指導の推進

○積極的な災害活動による地域貢献 □災害時における積極的な水利部署、下命に基づく放水活動の推進
□各区等と連携した消防団の地域貢献や協力事業所等の周知

②
募集広報の
推進

○ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞやSNSを活用した情報発信強化 □総合防災部、各区等と連携した多角的な広報の推進
□X（旧Twitter）、YouTube等のSNSを活用した消防団活動の募集広報の推進

○区報等の地域情報誌を活用した特別区消防団のPR ■声掛けによる募集広報の機会を更に創出するため、団員募集カードの導入

○消防団体験の導入及び制度の構築
■特別区消防団トライアル（体験実習）の導入に向けた検討
■各防災関係機関（日本郵政、自衛隊等）と連携した入団促進 ４
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６ 
 

１ 諮問事項 

「切迫する首都直下地震に備え、効果的な活動の実現に向

けた災害活動力の継続的な強化方策について」 

２  趣旨 

令和６年元日に発生した能登半島地震では輪島市での大規模

火災など１７件の火災が発生し、消防団は自ら被災しながらも

地域住民の命を守るため、避難の呼びかけや消火活動など懸命

な活動を展開されました。 

首都直下地震では６００件を超える火災が発生すると想定さ

れており、地域住民の安全安心を守るには、消防署隊との連携

した訓練や活動はもちろん、消防団が主体的に実戦的な訓練を

推進し、災害時に確実かつ効果的な活動を展開していくことが

重要であり、地域の被害を軽減するためには、消防団の存在が

必要不可欠です。 

その実現に向けては、地域社会の多様化に対応するために

様々な主体との連携や取組に関する検討を進めるとともに、消

防団の災害活動力を継続的に高めることが重要であり、併せて

消防団員の負担軽減にも配慮した取組が求められます。 

これらを踏まえ、切迫する首都直下地震などの大規模災害に

備え、効果的な活動の実現に向けた災害活動力を継続的に強化

していくための方策について諮問するものです。 

３  審議期間 

令和７年７月から令和９年３月まで 

４  答申期日 

令和９年３月３１日 

資料３－２ 



特別区消防団運営委員会への諮問事項について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諮問の趣旨

諮問事項

資料４―１ 

切迫する首都直下地震に備え、効果的な活動の実現に向けた災害活動力の継続的な強化方策について 

令和６年元日に発生した能登半島地震では輪島市での大規模火災など１７件の火災が発生し、消防団は自ら被災しながらも地域住民

の命を守るため、避難の呼びかけや消火活動など懸命な活動を展開されました。 

首都直下地震では６００件を超える火災が発生すると想定されており、地域住民の安全安心を守るには、消防署隊との連携した訓練

や活動はもちろん、消防団が主体的に実戦的な訓練を推進し、災害時に確実かつ効果的な活動を展開していくことが重要であり、地域

の被害を軽減するためには、消防団の存在が必要不可欠です。 

その実現に向けては、地域社会の多様化に対応するために様々な主体との連携や取組に関する検討を進めるとともに、消防団の災害

活動力を継続的に高めることが重要であり、併せて消防団員の負担軽減にも配慮した取組が求められます。 

これらを踏まえ、切迫する首都直下地震などの大規模災害に備え、効果的な活動の実現に向けた災害活動力を継続的に強化していく

ための方策について諮問するものです。 

課題

災害活動力の強化と訓練の実効性の向上 

■ 首都直下地震を想定した実戦的な訓練の推進 

 

■ 消防団が主体的に実施する実戦的な訓練の定着 

消防団員の負担軽減と活動環境の最適化の必要性 

■ 様々な主体との連携や取組の強化による 

震災時被害軽減方策の推進 

■ 消防団員の負担軽減に配慮した取組 

７ 



 

災害活動力の強化と訓練の実効性の向上

首都直下地震を想定した実戦的な訓練の推進 

・ 地震被害想定に関する知識向上方策 
・ 地震を想定した訓練方法の検討 
・ 地震対応資器材及び訓練に必要な資機材の整備 

消防団員の負担軽減と活動環境の最適化

様々な主体との連携や取組の強化による 

震災時被害軽減方策の推進 

消防団員の負担軽減に配慮した取組 

・ 効率的かつ効果的な活動、業務の実現 
・ 続けやすい消防団を確立するための方策 
・ 新たな消防団点検の本施行による負担軽減 

・ 地域住民との更なる連携をするための取組方策 
・ 他主体との連携による被害軽減方策 
・ 他主体行事への積極的参加及び防火防災思想の定着 

資料４―２ 

消防団が主体的に実施する実戦的な訓練の定着 

 ・ 主体的、実戦的訓練の運営方策 
・ 消防団単独での災害活動力の向上方策 
・ 消防学校、消防署の支援体制の検討 
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江戸川区消防団運営委員会 審議予定 
 

諮問事項 「切迫する首都直下地震に備え、効果的な活動の実現に向けた災害活

動力の継続的な強化方策について」 

 

※審議期間：諮問日から令和９年３月末日まで 
 

 

第１回 運営委員会 

令和８年３月１８日 
○前回諮問の答申報告 
○今回諮問事項の趣旨説明・大項目の抽出 

 
 
 
 

第２回 運営委員会 
 

令和８年９月～１０月（予定） 
○答申骨子(中・小項目)の抽出・検討 

 
 
 
 

事務局 審議内容を踏まえて答申案を作成 

 
 
 
 

第３回 運営委員会 
 

令和９年１月～２月（予定） 
○ 答申案の検討・承認(答申決定) 

 
 
 
 

令和９年３月３１日までに答申 

 

※ 各消防団へアンケート実施 

資料５ 
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江戸川区内消防団の現況 

 

令和８年３月１日現在 
１ 江戸川区内消防団の現勢 
 

 江 戸 川 消 防 団 葛 西 消 防 団 小 岩 消 防 団 東京２３区消防団 

団 長 名 渡邊  登 関口 政男 石井 紀明 

 分 団 数 １０個分団  ８個分団  ８個分団 

可 搬 ポ ン プ 数 ３２台  １５台  ３１台 

定 員 数 ３５０名  ３００名  ４５０名 １６,０００名 

現 員 数 ２８７名  ２２０名  ４０５名 １３,６５８名 

充 足 率 ８２％  ７３％  ９０％ 
８５．４％ 

区内平均充足率 ８２．９％ 

内 訳 

男 性 ２４４名(８５％) １７８名（８０％） ３３１名(８１％）
１０,４０２名 

７６．２（％） 

女 性 ４３名（１５％） ４２名（２０％） ７４名（１９％）
３,２５６名 

２３．８（％） 

平 均 年 齢 ５０．３歳 ４９．１歳 ５１．４歳 ５１．５歳 

消防団協力事業所 ３事業所 ３事業所 ５事業所 ３５１事業所 

事 業 所 団 員 数 １６名 ２３名 １８名 １,２５２名 

学 生 団 員 １５名 ３１名 １７名 １,１２９名 

 

２ 令和７年中の消防団活動状況 

      団別等 

区 分 

江戸川区内 

 江戸川消防団 葛西消防団 小岩消防団 

火 災 出 場 
件 数 １６２ ４４ ８１ ３７ 

人 員 １，１６９ ２８６ ６４９ ２３４ 

予 防 警 戒 
件 数 １，０６７ ３０１ ５０４ ２６２ 

人 員 １０，５９０ ２，６７３ ４，１３７ ３，７８０ 

教 育 訓 練 
件 数 １，８３４ ５６９ ７４２ ５２３ 

人 員 １９，７７６ ５，６４１ ６，９９９ ７,１３６ 

機 械 整 備 
件 数 ２８７ １２６ ３０ １３１ 

人 員 １，２８２ ８２３ ５４ ４０５ 

そ の 他 災 害 

（水災等） 

件 数 ３７ ５ ３２ ０ 

人 員 ３０３ ３５ ２６８ ０ 

※ 数値は速報値です。 

別添え１ 
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令和７年中の江戸川区内災害状況 

１ 江戸川区内火災件数等一覧表 

     署別等 

  区分 

江戸川区内 
東京消防庁管内 

合 計 江戸川 葛西 小岩 

火

災

件

数 

建

物

火

災 

全 焼 
  ２ 

 （▼２） 

 １  

（０） 

 ０  

（▼１） 

１  

（▼１） 

７１ 

  （▼１１） 

半 焼 
  ２ 

  （１） 

  ０  

(０） 

 ０  

（０） 

２  

（１） 

   ７５ 

  （１３） 

部分焼 
 １２ 

  （▼６） 

  ５  

（０） 

６  

（▼１） 

１  

（▼５） 

 ４５３ 

  （２９） 

ぼ や 
 １１５ 

  （１９） 

 ３５  

（４） 

 ４８  

（７） 

３２  

（８） 

 ３，１９２ 

  （４７７） 

小 計 
１３１ 

 （１２） 

  ４１   

   （４） 

 ５４  

（５） 

３６  

（３） 

 ３，７９１ 

  （５０８） 

車両・船舶火災 
１６  

 （９） 

４  

（１） 

 ７  

（４） 

５  

（４） 

 ２５５ 

  （２６） 

その他火災 
 ６３ 

 （２８） 

 ２８ 

（１７） 

 １７  

（１０） 

１８  

（１） 

 １，２１３ 

  （２１４） 

合 計 
２１０ 

（４９） 

 ７３ 

（２２） 

７８  

（１９） 

５９  

（８） 

 ５，２５９ 

  （７４８） 

焼損床面積 

[ ] 

８１４ 

（１５０） 

 ４９６  

 (４１５) 

 １１９  

 (▼２７)  

１９９  

（▼２３８）

１９，１０４ 

（▼７，３８７） 

死 者 
   ５ 

 （▼２） 

  １  

 （１） 

１  

（▼２） 

  ３※３ 

（▼１）  

 ９１ 

    （▼３） 

負傷者 
  ４６ 

（▼１４） 

 １３  

 （▼２０） 

２１  

（５） 

１２  

（１）  

  ９２８ 

  （１３４） 

主
な
出
火
原
因 

放火（疑い含む）

[件] 

６９ 

 （３７） 

３２  

（２３） 

１５  

（５） 

２２  

（９） 

７４７ 

  （８２） 

たばこ 

[件] 

２２  

（１） 

７  

（▼１）  

１１  

（５） 

４  

（▼３） 

 ６４３ 

 （１４１） 

ガステーブル等 

[件] 

２１ 

 （▼５） 

３  

  （▼２） 

１１  

（１） 

７  

（▼４） 

３５３ 

  （１４） 

※１ 数値は速報値です。 カッコ内の数値は前年比で、▼印は減少を示します。 

※２ 火災種別等では、林野、航空機、治外法権を除いています。 

   ※３ 自損者２名を含みます。 

別添え２ 
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２ 江戸川区内における全火災件数と放火件数の推移（過去１０年間）  

 

３ 江戸川区内における焼損床面積と死者の推移（過去１０年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 火災による死者数には、自損者数を含みます。 

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

令和

７年

焼損床面積 788 971 1,243 557 302 828 597 367 664 814

火災による死者 2 4 4 3 3 1 4 5 7 5
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４ 東京２３区内の火災件数（令和７年中） 

 

５ 東京２３区内の焼損床面積（令和７年中） 
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点検実施目標 震災時における活動要領 

点検確認項目 

１ 消防団が主体となった火災対応要領 
２ 火面長、延焼阻止線を意識した放水要領 
３ 長時間活動における中継要領 
４ MCA 無線機を活用した状況報告、応援

要請要領 
５ タブレット端末を活用した団本部との

情報共有要領 
６ 団本部と署隊本部との連携要領 

 

１ 日時 

  令和７年１０月２６日（日） 
  １３時００分から１５時３０分まで 
２ 場所 

  夢の島消防訓練場 
３ 実施概要 

 東京地方に震度７の地震が発生し、震災第二非常配備態勢が発令され
た際の、消防団本部と署隊本部が連携した出場命令から延焼阻止線の設
定までの一連の火災活動能力向上を目標とした、実戦的活動訓練を新た
な消防団点検として実施しました。 

団本部からの出場命令により、先着した分団が MCA 無線機及びタブ
レット端末を活用し団本部へ延焼状況の報告及び応援要請を実施しまし
た。応援要請で出場した分団により放水口数を増強した延焼阻止線の設
定、長時間火災防御を見据えた筒先交代要領、水槽への充水措置等総合
的な活動訓練を実施しました。 

訓練を通じ、火面長に応じた必要口数や延焼阻止線の設定、消火栓が
使用不能の際の充水要領等、通常時と震災時における火災対応要領の違
いについても教養を深めることができました。 
 実施後のアンケートにおいて、今回の団点検は災害対応能力の向上に
繋がる等、新たな団点検を推奨する意見が多数挙がりました。 

４ 写真 

実施目標等 

別添え３－１ 新たな特別区消防団点検の実施概要について 
江戸川消防団   

１４ 



 

点検実施目標 基本に忠実な消防活動要領 

点検確認項目 

１ 消防団先着による消防活動要領 

２ 地図による出場指令番地の確認、予定

水利の確認及び緊急走行要領 

３ 消防団現場本部運営要領 

４ 先着消防団員（上位階級）の指揮要領、

情報収集、応援要請 

５ ホース延長、放水要領 

６ 安全管理要領 

 

新たな特別区消防団点検の実施概要について 

葛西消防団   

１ 日時 

  令和７年１１月２３日（日） ９時００分から１２時００分まで 

２ 場所 

  夢の島消防訓練場 

３ 実施概要 

 東京消防庁夢の島訓練場において、より多くの消防団員が実戦的な訓

練を実施し、消防団員一人一人の災害活動能力の底上げを図ることを目

的として、実戦的な訓練を新たな消防団点検として実施しました。 

火災想定の総合訓練として、分団格納庫近くで建物火災が発生、消防

団本部からの出場要請により、消防団先着による活動要領、消防団現場

本部運営要領、先着消防団員指揮による活動要領を行い、隣棟へ延焼拡

大中で複数分団での消火活動訓練を実施しました。 

また、夢の島訓練場、走行訓練コースを活用して緊急走行訓練を実施

し、赤信号交差点進入時の確実な一時停止及び車載拡声器の有効活用に

ついて再確認を実施しました。 

４ 写真 

別添え３－２ 
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点検実施目標 基本に忠実な消防活動要領 

点検確認項目 

１ 出場要請の確認、水利選定 
防火衣着装要領、出場順路の確認 

２ 緊急走行要領 
３ 防火水槽吸水要領 
４ 分団長による指揮活動、情報収集 

無線報告要領 
５ ホース延長要領、放水要領 
６ 消防隊への報告要領 

 

新たな特別区消防団点検の実施概要について 
小岩消防団   

１ 日時 
  令和７年１０月２６日（日） 
  ９時００分から１６時３０分 
２ 場所 
  小岩消防署裏庭及び訓練棟 
３ 実施概要 

 震災時や大規模災害時の災害活動力の向上を目標とした実戦的な訓練
を、新たな消防団点検として実施しました。分団ごとに震災時を想定し
た火災出場を要請し、要請を受けた分団が防火衣等を着装、現場までの
経路や消防用水利を確認した後、可搬ポンプ積載車により緊急走行し、
現場に向かいます。火災現場では、消防団が先着して自ら考え行動しま
す。関係者から情報収集し、火災の状況、けが人の有無を確認した後、
無線で消防団本部へ報告します。防火水槽から可搬ポンプで水を送り、
出火建物へ放水したところで、到着した消防隊に報告、追加でホースを
延長し、２か所からの放水が継続してできた時点で終了としました。首
都直下地震や大規模災害時には、消防団が単独で主体的に活動していく
ことが重要であり、今回実戦に即した訓練を実施でき、災害活動力の強
化に成果がありました。今後の活動に対する課題も明らかになり、各分
団で反復して訓練を実施します。 

４ 写真 

別添え３－３ 
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江戸川区消防団運営委員会の諮問事項に対するアンケート調査（案）

 小岩消防団事務局では、江戸川区消防団運営委員会の諮問事項である「切迫する首都直下地震に備え、

効果的な活動の実現に向けた災害活動力の継続的な強化方策について」検討しております。 

 是非、消防団員の皆様からご意見をお聞かせください。 

 ご多忙中恐縮ですが、ご回答いただけますようお願い申し上げます。 

【Ｑ１】あなたの階級を教えてください。 

１．団員  ２．班長  ３．部長  ４．副分団長  ５．分団長  ６．副団長以上 

【Ｑ２】あなたの年齢を教えてください。 

１．１０代  ２．２０代  ３．３０代  ４．４０代  ５．５０代   ６．６０代以上 

【Ｑ３】あなたの性別を教えてください。 

１．男性   ２．女性   ３．その他 

【Ｑ４】あなたの職業を教えてください。 

１． 経営者  ２．自営業・自由業  ３．会社員  ４．パート・アルバイト  ５．学生  

６．主婦・主夫  ７．無職   ８．その他  

首都直下地震に備え、効果的な活動を実施するためには、首都直下地震を想定した実戦的な訓練が必要

だと考えられます。あなたのご意見をお聞かせください。 

【Ｑ５】東京都の新たな被害想定～首都直下地震等による東京の被害想定～（令和４年５月 東京都防

災会議）について、どれくらい知っていますか？     ※ １つ選択 

□ よく知っている  □ だいたい知っている  □ 少し知っている  □ 知らない 

【Ｑ６】首都直下地震が発生した際、どのような被害が発生するのか、消防団がどのように活動すべき

か等の知識を向上していく為に効果的であるものは何ですか？    ※ １つ選択 

□ ｅ－ラーニング等の学習ツール  □ 消防学校等研修での授業  □ 消防署での教養 

□ 有識者からの講義        □ スマートフォン、タブレット等での自己学習 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ７】首都直下地震への対応の為、地震被害を想定した訓練を今以上に推進する必要が有ると考えま

すが、具体的にどのような訓練が必要だと考えますか  ※ １つ選択 

□ 消防署と連携した訓練          □ 自治体や事業所と連携した訓練 

 □ 震災時を想定した長時間の継続活動訓練  □ 情報途絶を前提にした共有訓練 

□ ｅ－ラーニングを活用した教育訓練    □ その他（               ） 

【Ｑ8】地震対応資器材について、現有する資器材以外で必要なものはありますか？  

   ※ 複数回答可 

□ 削岩機やエンジンカッター等の破壊資器材  □ カメラや探査器具等の検索資器材 

□ レスキューサポート（倒壊建物への支柱）や空気式救助器具等の救助資器材 

□ その他（                                     ） 

【Ｑ9】その他、首都直下地震を想定した実戦的訓練の推進について、具体的な意見、提案があれば教

えてください？    ※ 自由回答 

 

別添え４ 

１７ 



 

 

 

災害活動力の強化と訓練の実効性を高めるには、今以上に消防団が主体的に企画し実施する実戦的な訓

練が必要だと考えられます。あなたのご意見をお聞かせください。 

【Ｑ10】主体的で実戦的な訓練を実施するうえで、最も必要と思うものは何ですか？ 

※ １つ選択 

 □ 訓練内容を考える人材     □ 指導・進行する人材    □ 時間の確保 

 □ 団員の参加率         □ 訓練場所         □ 資器材 

 □ その他（                                      ） 

【Ｑ11】主体的な訓練を進めるうえで課題となっている項目は何ですか？ 

   ※ 複数回答可 

□ 準備・企画の手間    □ 訓練時間の長さ    □ 体力的負担 

□ 仕事・家庭との両立   □ 訓練場所の確保    □ 団員の参加率 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ12】主体的な訓練を実行する時に、消防学校や消防署からどのような支援体制があればいいと

思いますか？   ※ １つ選択 

□ 訓練内容や訓練シナリオの提供  □ 訓練時にアドバイザーとして職員を派遣 

□ 指導できる団員の育成      □ 訓練場所、施設の開放 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ13】消防団が主体的に実戦的訓練を進めていくための具体的なアイデア、提案があれば教えて

ください？   ※ 自由回答 

 

消防団の活動環境や負担を軽減する方策を考えるにあたっては、様々な主体との連携や取組の強化が必

要不可欠だと思われます。あなたのご意見をお聞かせください。 

【Ｑ14】震災時の被害軽減のために、消防団が地域住民と連携して推進すべき取組は何だと思います

か？    ※ １つ選択 

 □ 初期消火訓練       □ 救命・応急手当講習    □ 要配慮者支援体制 

 □ 自主防災組織との合同訓練 □ 消防団員の担い手確保 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ15】地域住民へ防火防災思想の定着を図るにはどのような方策が必要だと考えますか？   

※ １つ選択 

 □ 繰り返し実施する体験型の防災訓練 □ 地域と密着した防災広報、啓発運動 

 □ 生活に直結した家庭防災対策の普及 □ 住民への自助、共助意識の醸成 

□ 子供や若年層への防災教育訓練 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ16】様々な主体と連携を強化し、震災時の被害を軽減する具体的なアイデア、提案があれば教

えてください？   ※ 自由回答 

 

 １８ 



消防団員の負担軽減を実現するにあたっては、単に活動を減らすだけではなく、効率的かつ効果的な活

動への見直しが重要と考えます。あなたのご意見をお聞かせください。 

【Ｑ17】効率的かつ効果的な活動や業務を実現するために最も重要だと思うものは何ですか？ 

※ １つ選択 

 □ 活動目的の明確化と優先順位の設定   □ 役割分担による専門分野の確立  

 □ 装備・資器材の機能性、利便性の向上  □ ＩＣＴ・デジタルツール等を活用したＤＸ化 

 □ 人員の確保・増員 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ18】消防団員の負担軽減を実現し、続けやすい消防団を実現するには何が必要だと思いますか？ 

   ※ １つ選択 

 □ 活動回数の減少         □ 活動しやすい環境づくり     

□ 事務、連絡業務のデジタル化   □ やりがい、達成感、成果の見える化 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ19】江戸川区消防団では、新たな消防団点検として、団員に負担が少なく、より実戦的な火災対

応訓練を試行しました。今後の消防団点検についてお聞かせください？  ※ １つ選択 

 □ 今後も実戦的火災対応訓練を団点検として実施したい   

□ これまでの式典形式の団点検で地域の方々に消防団を披露したい 

□ その他（                                      ） 

【Ｑ20】消防団員の負担を軽減し、活動を無理なく続けられるようにするための具体的なアイデ

ア、提案があれば教えてください？   ※ 自由回答 

 

 

 

１９ 


